
チ ェ ッ ク リ ス ト Check List

論文提出者 医学学位プログラム Doctoral Program in Medical Sciences 

学籍番号 student ID 氏 名 name 

□学位論文（本審査）出願の際は，このチェックリストを一番上にして提出すること。必要部数が２部ある書類は、

原本１，写し１とすること。 

Please submit this check list at the top of your submission of dissertation and all documents for final 

defense. 2 parts submission means 1 original and 1 copy. 

出 願 書 類 
application document 

必 要 部 数 
part 

事務室 
ﾁｪｯｸ
Office 
check 

備考 
note 

□学位論文審査願
Application for review of thesis
□指導教員印 Supervisor’s seal

□修正済み学位論文（原典論文の記載、要約図、参考論文）

Thesis revised (includes Source, Summary figure, Supplement paper)

1 part 

□論文概要（A４判用紙で 2,000 字程度）
Abstract (A4 size, 700words) 2 parts 

□論文目録（様式指定）
Listing of your thesis

□印刷公表についてインターネット公表について申出書に準じて記載。

Fill in according to the request for (non) disclosure on the internet.

□該当者は目録の wordファイルをメールで提出します。Send the word file

of listing via email as needed.

2 parts 

majors.med@md.tsukuba.

ac.jp 

該当者：目録に変更があ

った場合（題目、投稿先

など If any info has 

been changed.）

□履歴書（様式指定） ※大学本部提出用
Curriculum Vitae for University 2 parts 

□iThenticate実施確認書（本審査用）
Result of iThenicate (for final defense)
様式は学位論文審査資格に係る申請要件論文・輸出管理・APRIN・

学位論文剽窃チェック確認書 The form is same with Confirmation

for Paper of Requirement・Security Export Control・APRIN・iThenticate 

2 parts 

□インターネット公表に関する申出書（および確認書類）
Statement regarding Online Publication of Doctoral

Dissertation (and printed page to demonstrate approval)

2 parts 

□学術誌掲載論⽂の「再利⽤」に関する確認書類
Confirmation document which demonstrate approval
of “re-use” for paper-of-origin, if the journal has been

changed or document is not submitted yet etc.

全員
提出2 parts 

□予備審査時と変更あり

Changed from the

former submission.

□予備審査時と変更なし

Not changed

□論文公正に関する確認書
Confirmation about the research ethics on the thesis

□指導教員印 Supervisor’s seal
1 part 

□博士学位論文作成等における副指導教員報告書
In creating a doctoral dissertation, etc. sub-supervisor
report
□指導教員印 Supervisor’s seal

1 part 

該当者のみ

□学位論文指導者確認書
Certification of Thesis of intended degree

□指導教員（副指導教員）署名 Supervisors’ signature
2 parts 

該当者のみ（題目変更が

ある場合 For the title 

changed）

□予備審査後、申請書類と修正済みの学位論文を期日までに事務室に提出してください。

After the preliminary defense, please submit modified dissertation and other documents to the office by the

deadline.

□修正した学位論文は申請者が各自審査員に提出します。提出方法、内容については審査員の指示に従ってくださ

い。Follow referees what to submit regarding modified documents. 

生命システム/疾患制御医学専攻は書式が一部異なります。ご注意ください。
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学 位 論 文 審 査 願

年 月   日

人間総合科学学術院長  殿

筑波大学大学院人間総合科学学術院

人間総合科学研究群

医学学位プログラム

（一貫制博士課程課程）

年度入学 学籍番号

氏名    印

 国立大学法人筑波大学学位規程第５条の規定により，博士（医学）の学位論文に下記の書類を添

えて提出しますので，審査願います。

記

１．論 文 概 要 2 通 
２．論 文 目 録 2 通 
３．履 歴 書 2 通 
４．インターネット公表に関する申出書 2 通 
５．論文公正に関する確認書 1 通 

（以下、専攻・学位プログラムが必要とする書類）

専攻長・

学位 PL 印 
指導教員印

要押印
Supervisor's
seal 

Applicant's name    Seal

Date

Academic Year of enrollment Student ID#
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論 文 概 要 
Thesis Abstract

論 文 題 目  Title： 

論文題目が外国語の場合は，論文題目の下に，日本語で訳文を（  ）を付けて記入

すること。If the title is written in a foreign language, you need to add Japanese 

translation in (      ). 

指導教員 Supervisor： 

人間総合科学学術院 人間総合科学研究群

医学学位プログラム ○○ 〇〇 教授
 (Graduate School of Comprehensive Human Sciences, Doctoral Program in Medical Sciences 

Professor ○○○○)  

属所  The program the applicant belongs to： 

人間総合科学学術院 人間総合科学研究群

医学学位プログラム
 (Graduate School of Comprehensive Human Sciences, Doctoral Program in Medical Sciences)

氏  名 Name： 
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目  的 Purpose： 

対象と方法 Material and method： 

結 果 Result： 

考 察 Discussion： 

結 論 Conclusion： 

２頁以降は A４判用紙、２～３枚（２,０００字）程度でまとめる。 

目的，対象と方法，結果，考察，結論に分けて記入。 

Purpose, Material and method, Result, Discussion, and Conclusion 

come from the2nd page.  Size A4, 2～3 pages, about 700 words.  
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論 文 目 録

筑波大学大学院

人間総合科学学術院

人間総合科学研究群

医学学位プログラム

学 籍 番 号

氏 名 印

論 文

  １．題 目

Association of a function of Ａ with the region of B 
  （Ａの機能とＢ領域の関連）

  ２．印刷公表の方法及び時期

「Dissertation 形式」 
（1 年以内に公表予定) or  
「インターネット公表に関する申出書」により、やむを得ない事情のため公表に支障が

  ある旨申請中（解消しない）

参 考 論 文

著者名（全員），論文名，掲載誌名，巻，頁，年，（I.F），DOI を記入。 
【申請要件論文】

【申請要件論文及び原典論文】

（備考）１ 論文題目が外国語の場合、日本語訳を（  ）を付して記入すること。

２ 参考論文には学位論文の原典・申請の要件となった論文を記入すること。

  論文の巻号等の表記は別刷又はそのコピーの表記に従い、申請者に下線を付すこと。 

３ 論文博士の場合、学籍番号は記入しなくてよい。

「インターネット公表に関する申出書」に

準じ、どちらか記載。

① 参考論文には学位論文の原典・申請の要件となった論文を記入すること。

② 論文の巻号等の表記は別刷又はそのコピーの表記に従い、申請者に下線を付すこと。

Co-first author には*印をつける。

③ 参考論文として添付した論文全てについて記載すること。ただし、参考論文が掲載予

定の場合は、「巻、頁、年」の代わりに「掲載予定」と記入する。また、参考論文に

ついての和訳は不要。

④ 学位論文の原典となる論文については、「原典論文の再利用（Re-use）について」を

学位論文内に綴じる。

⑤ 予備審査合格後論文受理の時点で、雑誌に未掲載で巻項年が未確定の場合は削除する

こと。

⑥ 本様式はＡ４用紙で 1枚になるように作成すること。

論文題目が外国語の場合には、（ ）書

きで日本語訳を記入すること。
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Do not add translation in English in red in this example when you submit. 

論 文 目 録Listing of your thesis

Graduate school of University of Tsukuba筑波大学大学院

人間総合科学学術院

Graduate School of 

Comprehensive Human 

Sciences

人間総合科学研究群

医学学位プログラム

Doctoral Program in 

Medical Sciences

学 籍 番 号

氏 名

Name

印

Signature

Student ID #

論 文Thesis

  １．題 目Title

Association of a function of Ａ with the region of B 
  （Ａの機能とＢ領域の関連）

  ２．印刷公表の方法及び時期

「Dissertation 形式」 
(The dissertation will be released online in 1 year.) or  
(No possibility of permission for the online release of the dissertation) 

参 考 論 文 Supplement paper

Authors(all), Papers’title, Journal, Volume, Page, Year,（I.F）DOI
【Requirement】 

【Paper-of-origin & Requirement】 

（備考）１ 論文題目が外国語の場合、日本語訳を（  ）を付して記入すること。 
２ 参考論文には学位論文の原典・申請の要件となった論文を記入すること。 

論文の巻号等の表記は別刷又はそのコピーの表記に従い、申請者に下線を付すこと。

３ 論文博士の場合、学籍番号は記入しなくてよい。 

In the form “request (non) disclosure on the internet of 

my dissertation”, “there is no problem at all about the 

online publication.” is to be chosen.  

① In this “Supplement paper” may contain the paper(s) which meet 【Requirement】

and/or 【Paper-of-origin & Requirement】only.

② Underline the applicant’s name.  Asterisk co-first author(s)*.

③ If there are more than one supplement papers, information should be written for each.

If the paper is accepted but not published yet, write (In press). Write DOI if it is ready.

Translation is not needed for reference papers.

④ “Source, confirmation of re-use of articles should be bound in the dissertation for the

【Paper-of-origin & Requirement】.

⑤ If it is not published in the journal even after passing the preliminary defense, the

statement must be deleted if you have any in the form for preliminary defense. 

⑥ Make this listing within one page. 

If the title is written in a foreign language, you 

need to add Japanese translation in (     ). 

In the form “request (non) disclosure on the internet of my 

dissertation”, “to release my dissertation would be difficult for me, 

and unavoidable reason will NOT be resolved within 1 year from the 

estimated completion time of the doctoral program.” is to be chosen. 
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＊氏名は楷書ではっきりと記入してください。

性別  　　 ・ 女 本籍 愛知県

〔学位論文審査用〕

履 歴 書
（令和　　年　　月　　日現在）

ふりがな すずき いちろう

氏　名 鈴　木　一　朗 印

ローマ字氏名（全員記入） 現住所

電話（   ）   －
西暦〇〇〇〇年　１月　１日　　（〇〇才）

学

歴

（

大

学

以

上

）

元号　　年　　月　　日 職 歴 等

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

注）本履歴書の氏名欄の記載に基づき，学位記を作成しますので，氏名は楷書ではっきりと記入してください。

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

男

記入不要

記入不要

・氏名は楷書ではっきりと記入してください。
・ＴＷＩＮＳと合わせてください。

・姓名の順番
・英文学位記を併せて作成しますので、

ローマ字氏名もはっきり記入してください。

Suzuki　Ichiro

申請時の年齢

ＴＷＩＮＳを変更するには「改氏名/戸籍変更届」が必要です。
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Sex M ・ F
Legal
Residence
(Nationality)

Note)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

Beginning Date (y/m/d)
Employment and Other Activities

Finishing Date (y/m/d)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

Ed
uc

at
io

n 
(H

ig
he

r E
du

ca
tio

n)

Date of Entrance (y/m/d): 

Date of Completion (y/m/d):

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

[For Thesis Evaluation]

Curriculum Vitae
Date (y/m/d):          /             /     .

Furigana
Name

Name in Roman Alphabet (All students) Current Address
Postal Code

Phone ( ) -Date of Birth (y/m/d):  /  /  (Age )

Seal

Do not fill in here.

Do not fill in here.

・ Please write your name clearly in block letters in the name field so we can prepare your diploma properly.
・ The diploma will have your name as written on this CV. Please make sure TWINS have your name same.
・ Fill in the age when you apply.
・ Make this form within one page.
・ "Notice of Change in Name" is necessary to chage your name on  TWINS.
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申請要件論文・輸出管理・APRIN・学位論文剽窃チェック 確認書 

年    月    日 

医学学位プログラムリーダー・医学２専攻長・教務委員長殿 

申請者及び指導教員は、 以下すべての項目を確認しました。 

1. 学位論文タイトル：Title (dissertation)

申請者：              Applicant name

指導教員氏名：  Supervisor's name  （教員は署名または印鑑）

副指導教員氏名： Sub supervisor's name (if any)

（指導教員および副指導教員は、人間総合科学学術院において資格認定を受けた者に限る。）

2. 学位論文審査資格に係る申請要件論文

申請要件論文①タイトル：Title (Required paper①）

申請要件論文を掲載している学術雑誌：Journal

学術雑誌を検索できるデータベース：Database; Medline, Web of Science, Scopus

IF:

申請要件論文②タイトル： Title (Required paper②)

申請要件論文を掲載している学術雑誌： 

学術雑誌を検索できるデータベース：  

IF: 

3. APRIN 受講年月日：      /   / 

・コース修了が予備審査申請１年以内であることを確認しました。

事務で確認ができない場合は予備審査が日程通りに受けられないことを理解しています。

・筑波大学医学学位プログラム以外の所属先での受講は、修了証を提出します。（該当者のみ）
The report must be completed within a year with your dissertation application.
If the report is not issued from the Doctoral Program in Medical Sciences, you have to submit the hard copy.

4. 輸出管理 受講年月日：    /   /  Date of pledge submission on Security Export Control

予備審査は輸出管理マネジメント室の該非判定に準じて公開または非公開となります。受講管理画面におい

て誓約書の提出が確認できないと、日程通りに予備審査を受けられないことを理解しています。

5. 予備審査の公開について               About the preliminary degense

輸出管理に問題がなければ予備審査は公開発表会となりますが、非公開とする必要がある場合は以下に記入

□非公開を希望                                 The defense needs to be completed with the following reason. 

理由：□特許申請予定のため  Patent pending material          

□その他 Other reason（理由Describe:                             ） 

学位論文審査資格に係る申請要件論文は、

・記載が必要な論文数分追加してください。

・データベースは以下のいずれか。

MEDLINE（NLM catalogで Current 

indexing Statusが Currently indexed 

for MEDLINEとなっているもの）／ 

Web of Science Core Collection／

Scopus 

（Pubmedについては課程博士学位申請要

件論文について注意喚起 Attention on 

Requirement for Applying a Degreeを

確認のこと） 

Confirmation for Paper of Requirement/Security Export Control/APRIN/iThenticate

Date of completion report on APRIN
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6. 学位論文剽窃チェック「iThenticate」実施確認書

学位論文 （予備審査／本審査）について、iThenticate の実施画面を添付します。

学位論文申請者氏名： Applicant

iThenticate 実施者氏名： Faculty who' done iThenticate

指導教員および副指導教員と申請者本人は、以下について充分に確認してください。 

 iThnticate を実施し、不適切な部分がないことを確認する。

 iThenticate で指摘のあった箇所を（パーセントや語数によらず）すべて確認する。

 iThenticate は画像、Web にない情報（日本語の多く）、論文の内容自体について検出できないことを理

解する。

 iThenticate 実施画面を枠内あるいは次頁に添付する。

 引用忘れや間違いなど不適切な部分がないかを確認するための補助ツールとして iThenticate を利用

してください。学位論文（和文、英文とも）について iTheticate の実施と本確認書の提出が必要です。

原典論文、要件論文についての確認書はありませんが、iThenticate 実施を推奨しています。

 図は学位論文申請者ご本人が作成したものをお使いください。

Preliminary defense/ Final Defense
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別紙様式１

Appended Form 1 

インターネット公表に関する申出書

Request for Non-disclosure / Disclosure on the Internet of My Dissertation 

  年  月  日

Date:   dd/    mm/    yyyy 

筑波大学長 殿

To: President of the University of Tsukuba 

筑波大学大学院

University of Tsukuba Graduate School of: 
博士課程 人間総合科学学術院 人間総合科学研究群 医学学位プログラム

Degree Program in Comprehensive Human Sciences 
Doctoral Program in Medical Sciences 

年度入学 学籍番号

Enrollment Year:     Student ID Number: 
（住 所 （論文博士のみ記載）

Address (*For the candidate of the doctoral degree by thesis only): 

氏  名   印 

Signature:        Seal 
[Full Name (Type):    ] 

博士学位論文のインターネット公表に関して、下記のとおり申し出ます。

I hereby request that my Ph.D. dissertation to be disclosed or not be disclosed on the 
Internet as is stated below. 

記

Details 

１ 論文の全文をインターネット公表することについて

Regarding disclosure on the Internet of the full text of the dissertation, 
□ 特に問題はない

There is no problem at all. 
□ 公表に支障がある（チェックした者は以下の事項にも回答すること）

To release my dissertation would be difficult for me. 
(Please answer the following, if you have any problem.) 

専攻長・学位 PL 確認印 

p.13-14参照
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２ 論文の全文をインターネット公表できない事由

The full text of my dissertation cannot be disclosed on the Internet due to the following 
unavoidable reasons.  
*Please tick the boxes below where appropriate.

It contains: 
□ 立体形状による表現を含むため

Three-dimensional materials 
□ 著作権保護、個人情報保護等の理由による

Copyrighted materials belonging to others and / or personal information 
□ 書籍などの出版刊行予定のため

Materials to be scheduled for publication in specialized books, etc. 
□ 学術ジャーナルへの投稿を予定しているため

Materials to be scheduled for submission to academic journals 
□ 特許等の申請による

Patent-pending materials 
□ その他（  ）

Others 

３ 上記理由の詳細

Give detailed explanations; include the corresponding pages, name of the publishers/ 
magazines/journals, and date of issues/publications. 
（該当するページや出版社、雑誌、ジャーナル等の名称とその発行または掲載時期などを含

めて、詳細な理由を記載すること）

４ やむを得ない事由の解消（予定）時期

□ 解消しない  □   年  月頃

(Estimated) Date of resolution of the unavoidable reason 
□ It would not be resolved. □ It would be resolved by about   dd/   mm/    yyyy.
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インターネット公表の可否について

学位論文の内容、またはその一部を今後学術誌に掲載する
可能性がありますか？投稿中も含む。（in pressはNOを選択）

インターネット公表に関する申出書で「公表に
支障がある」を選択、「解消しない」を選択。

（今後投稿する際には、学位論文の再利用が認められているこ
とを当該出版社に確認してください）

学位論文に、原典となった論文から内容（文章・図・表）を再利用していますか？

論文目録の印刷公表の方法及び時
期は、「Dissertation形式」（1年以内に
公表予定）と記載。

学術誌に掲載した論文の
再利用(re-use)にあたる。

出版社HPで「Rights & Permissions」や「Copyright」などのページを探し、学位論文（dissertation）への再利用と、学位論文を
機関リポジトリでインターネット公表するための条件を確認。明記されていない場合には出版社に問い合わせる。

再利用とインターネット公表について、可/不可に関する記載を確認できる頁を印刷し、学位論文(本審査）出願書類提出時
に補足として添付する。

YESNO

YESNO 再利用にあたらない。

（転載が許可されてもインターネット公表ができない場合があります。）
（許諾やそのために必要な使用料については、指導教員とも相談しつつ、申請者自らの責任において取得、判断する必要があります。）

論文目録の印刷公表の方法及び時期は、
「Dissertation形式」（1年以内に公表予定）と
記載。

問題ない

学位論文に出典をつけ、原典論文の情報(タ
イトル、著者、出版社名、掲載雑誌名、版、巻
号、ページ数、年、DOI、PubMed番号等)を明
記すること。

支障がある

インターネット公表に関する申出書で「公表に支障がある」を選択、
理由の詳細を明記のうえ、「解消しない」を選択。
論文目録の印刷公表の方法及び時期では、「Dissertation形式」（イ
ンターネット公表に関する申出書により、やむを得ない事情のため
に公表に支障がある旨申請中（解消しない）と記載。

インターネット公表が認められない場合、学位論文の全文にかえて
要約をリポジトリに公表します。

インターネット公表に問題はありますか？

START
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Internet disclosure for University Institutional repository

Are any content(s) in the dissertation under submission or 
to be submitted in future? 
（Select NO in case  of “in press” contents alone）

Choose “disclosure is not allowed (no dissolution.)” in the 
Request for internet non-disclosure/ disclosure .
(If the dissertation contains any parts which will be 
submitted to an academic journal, publisher’s conditions 
for reuse is to be confirmed.)

The dissertation contains the same material (a part of figures, 
tables, text etc.) with your published paper.

Choose “the dissertation will be 
released online within 1 year”, for the 
method and timing of thesis disclosure 
in Listing of your thesis.

YES
It is “re-use” from the published paper.

Check Journal’s website and find “Rights & Permissions” or “Copyright”, and confirm conditions for re-use and 
internet disclosure. If those are not available in website, contact the publisher and obtain the permission. 

Print out the page of conditions for re-use and internet disclosure, or the mail from publisher, and submit it at the 
application application for final defense.

YESNO

NO
No concern for “re-use”. 

（Even if “re-use” in thesis is permitted, internet disclosure may not.)
（Applicant (consulting with supervisor) is responsible for getting necessary permissions, and relevant fees if any. ）

Choose “the dissertation will be released online within 1 
year”, for the method and timing of thesis disclosure in 
Listing of your thesis.

Make an independent section in the dissertation (usually 
next to the title page)  to indicate the information of your 
original paper. (Title, authors, publisher, journal’s name, 
volume, issue, pages, year, pubmed ID, doi, etc).

NO YES

Choose “to release my dissertation would difficult for me”, describe 
the reason,  and choose “it would not be resolved” in the Request 
for internet non-disclosure/ disclosure .
Write “no possibility of permission for the online release of the 
dissertation” in the Listing of your thesis.

When internet disclosure is not permitted, the abstract would be 
disclosed instead of the full text.

Is there any concerns for internet disclosure?

START

Related documents

Listing of your thesis: 論文
目録

Request for internet non-
disclosure/ disclosure of my 
dissertation : インターネット公
表に関する申出書
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学位論文への「再利用」に関する確認書(表紙) 

Document(s) of Re-Use Approval (Front Page) 

申請者氏名 Applicant’s Name： 

学籍番号 Student ID number：

プログラム名: 医学学位プログラム 

Program：Doctoral Program in Medical Sciences 

学位論文への再利用に関する確認書類を添付いたします。

I hereby submit documents that approves re-use of published material into 
my dissertation, as attached. 

ホチキス staple

本用紙を元に、「原典論文の再利用(Re-use)について」

を作成して学位論文内に綴じる。

“Source, confirmation of re-use of articles” should be 
involved in your dissertation based on this form. 

p.9-10参照

①論文目録の「参考論文」にある記載を全て転 記す
る。論文目録を綴じても良い。
②Paste all supplement papers written in thr listing of 
your thesis.
③【申請要件論文】については「再利用なし」と記載
する。
Write ”No-reuse” for 【Requirement】papers.
④【原典論文】については再利用の確認書を添付し、
再利用が問題ない旨の記載部分を示す（ハイライトな
ど）。
Attach the documents for reuse approval for【Perper-
of-origin】, and make the approval emphasized, 
highlighted etc.
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再利用について（自己盗用の防止） START

学位論文の内容に、既に学術誌に掲載し
た論文の内容（図、表、文章など）が含まれ
ますか？ (in pressを含む)

NOYES

再利用なし
再利用にあたります。
学位論文に利用することの可否と、可の場合の条件を確認します。
出版社HPで「Rights & Permissions」や「Copyright」などの頁から
学位論文（dissertation）への再利用の条件を確認する。明記され
ていない場合には出版社に問い合わせましょう。

論文目録に原典論文の情報(タイトル、著者、出版社
名、
掲載雑誌名、版、巻号、 ページ数、年、DOI、
PubMed番号等)を明記すること。

学位論文に出典をつけ、原典論文を同定できる情報
を記載する。記載方法は「学術誌に掲載した論文の
再利用(re-use)について」参照。

学術誌に掲載した論文の内容を学位論文に再利用することが
認められない、あるいは確認できない場合、学術誌に掲載し
た内容を学位論文に再利用することができません。

学位論文で同じ表現を避けたり日本語で書き下ろすなどの対
応をしても、また論文に掲載された図や表を改変して利用した
としても同じ内容である場合は自己盗用とみなされる可能性
があります。

（学位論文に再利用したい内容を含む論文を学術誌
に投稿するときに、再利用可であることをHPや問い
合わせにより確認しておくべきです。）

再利用「可」に関する記載を確認できる頁を印刷
し、学位論文出願書類提出時に補足として添付す
る。

Copy and 
pasteは絶
対ダメ！！

可であることが確認できた

可であることが確認できない

Reference
忘れは絶対
ダメ！！

・原典論文は、博士論文としての再利用を認めるケースが多い
ですが雑誌によりますので確認してください。
・公表された著作物は再利用の要件を満たさなければなりませ
ん。許諾や使用料については、指導教員と自らの責任において
判断する必要があります。
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Re-use check （To prevent self-plagiarism) START
The dissertation contains any of 

contents (figures, tables, text etc.) from 
your published paper. (including in 

press.) 
NOYES

No concern for “re-use”.
It corresponds to the “re-use” of the published paper.
Confirm the policy regarding re-use for dissertation and its
conditions. Check journal’s website “Rights & Permissions” or
“Copyright”. If it is not available, contact the publisher and obtain
the permission.

If the permission is not acquired or confirmed, it is not
allowed to re-use any contents into dissertation from
paper(s).

If the contents itself is same, self-plagiarism could be
regarded even though texts are rewritten with another
representation or translated into Japanese, figures and
tables are revised.

（When submitting original paper, you must
confirm the permission of re-use in
decertation, in Journal’s HP or by direct
contact with the editor. ）

NO!
COPY and 

PASTE

Permission is confirmed.

Describe the original paper’s information (Title, 
authors, publisher, journal’s name, volume, issue, 
pages, year, pubmed ID, doi, etc) in Listing of your 
thesis.

Make an independent section in the dissertation
(usually next to the title page)  to indicate the 
information of your original paper. (Title, authors, 
publisher, journal’s name, volume, issue, pages, year, 
pubmed ID, doi, etc).
Refer to Confirmation regarding the “re-use”of 
published paper(s).

Print out the page which can confirm the conditions 
for re-use, and attach it at the application.

Permission is NOT confirmed.

NO!
Missing 
Citation

NOTE
・Re-use of contents into dissertation from the original paper is generally permitted, but it
depends on journals. Need to confirm.
・Re-use of published copyrighted works must meet the conditions.
・ Applicant (consulting with supervisor) is responsible for getting necessary permissions, and
relevant fees if any.
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（論申３－１）

  年  月  日

論文公正に関する確認書

人間総合科学学術院長 殿

提出した学位論文について、指導教員の指導のもと論文剽窃チェックツール

（iThenticate 等）その他所属組織の指定する方法により確認を受けました。 
また、剽窃・捏造等の不正行為は行っておりません。

人間総合科学研究群

医学学位プログラム

学籍番号

氏  名 

（自筆署名）

指導教員確認印

20_ _ _ _ _ _ _

〇　〇　〇　〇 
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Form 3-1 

Date: 

___________________________ 

(Year, Month, Day)   

Statement of Research Ethics 

To: Executive Dean, Graduate School of Comprehensive Human Sciences 

The submitted dissertation was checked by "iThenticate" under the guidance of 

my supervisor. 

And I confirm that there is absolutely no breach of research ethics on the 

submitted thesis. 

Name of Graduate Program 

Degree Program in Comprehensive Human Sciences 

Doctoral Program in Medical Sciences 

Student ID Number 

_________________________________________________ 

Name 

_________________________________________________ 

(Type)   (Signature) 

Supervisor's seal 

20_ _ _ _ _ _ _

〇〇　〇〇　　　　　　
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  年  月  日

博士学位論文作成等における副指導教員報告書

筑波大学大学院

人間総合科学学術院人間総合科学研究群長 殿

指導教員 印

学生氏名 印

人間総合科学学術院医学学位プログラムの        は、下記の教員

（副指導教員）から博士学位論文作成等における指導を受けたことを報告いた

します。

記

副指導教員名  

副指導教員名  

（備考） １．本学は、研究群において、複数指導体制を構築しており、必ず、１

 名以上（上限２名まで）を記載すること。

  ２．博士学位論文作成等における副指導教員になれる者は、人間総合科学研究

群運営委員会において、研究指導担当または研究指導補助の認定を受けた者

に限る。

Applicant's name

副指導教員がいる場合のみ記載。
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筑波大学 小杉　香
ハイライト表示

筑波大学 小杉　香
ハイライト表示

筑波大学 小杉　香
ハイライト表示



  年  月  日

year month  date 

博士学位論文作成等における副指導教員報告書

Sub-supervisor report in doctoral thesis 

筑波大学大学院

人間総合科学学術院人間総合科学研究群長 殿

Dean of the Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba 

指導教員 Supervisor 印 seal 

学生氏名 Name 印 seal 

人間総合科学学術院医学学位プログラムの 

指導教員）から博士学位論文作成等における指導を受けたことを報告いたしま

す。

I report that I received instruction in the doctor thesis making from the 
following teacher. 

記

副指導教員名 Name of sub-supervisor

副指導教員名 Name of sub-supervisor  

（備考） １．本学は、研究群において、複数指導体制を構築しており、必ず、１

 名以上（上限２名まで）を記載すること。

  ２．博士学位論文作成等における副指導教員になれる者は、人間総合科学研究

群運営委員会において、研究指導担当または研究指導補助の認定を受けた者

に限る。

(remarks）
１．You need at least 1 sub-supervisor (up to 2 advisors) 
２．Sub-supervisors are limited to be certified as research advisor. 

Applicant's
name       は、下記の教員（副
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年
Y Y

月
M M

日
D D

学 位 論 文 指 導 者 確 認 書

Certification of Thesis of intended degree 

筑波大学大学院 人間総合科学学術院 学術院長 殿

Dean of the Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba 

確 認 者 verifier 

人間総合科学学術院 医学学位プログラム Doctoral Program in Medical Sciences 
指導教員 署名 Supervisor's own signature

副指導教員 署名 Sub supervisor's own signature 
副指導教員 署名 Sub supervisor's own signature 

このたび，(申請者
A p p l i c a n t

氏名
N a m e

)   氏から提出された学位論文

(論文タイトルを記入) Dissertation title 

 は，私が指導したものです。

＊本論文は、学位審査申請者のオリジナルな研究成果をまとめたものであり、データの改ざん・  

盗用等の不正がないことを確認いたしました。

＊原典論文については再利用の条件を確認いたしました。

*This paper is a summary of the applicant's original research degree examination, and we have
confirmed that there is no alteration of data theft and other fraud.

* iThenticate has been conducted.
* Regulation for reuse has been confirmed for the paper of origin.

（備 考） 1. 博士学位論文の指導者となれる資格は，人間総合科学学術院運営委員会において研究指導担当教員の 

資格認定を受けた者に限る｡

2. 博士学位論文の副指導教員になれる者は、人間総合科学学術院運営委員会において、研究指導担当

または授業担当の認定を受けた者に限る。

The supervisor and sub-supervisor of the thesis is limited to a person who has received a qualification 

in the Graduate School of Comprehensive Human Sciences Steering Committee. 

予備審査合格後、学位論文タイトルに変更がある方は本用紙を再度提出のこと。

This form is to be submitted at the preliminary defense application. Those 

who change the dissertation title for the final defense must submit this 

with a new title at the final application.

題目変更があった場合は提出
If you change the title, you must submit.
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